
次(て各方向の延说以哽•とく:匕凰ド側のそれを知る。こ川こは,地況•林況と咒％羔件を怕2^ 

考えて消火計画をたてる必’殳が劣る

このとき住,我ドの佗火で火でtるのは濫上と側布だけで.^Tiuxdny接伯火を行なう。

消火活勒はまず盛下側の延提速度の題い间の消火が见ーであるため,街防はの主力をもって.

この前方の遭当な距渡(洒浇说四と共利次布應間を作る(て必要左時間で決・!る)に侑火利を赦布 

すa

故:缶澄は前掲のようK決めるが,下り火や也火をするとさはやや挟くてもよいJ

この例ド側の防火線を作った後・消防政のー:;3を残し• Uの防火級から冷出す舷火を警戒し, 

飛火力:<5れば背負式浴火器で消火するCれ;てけヘリも使える。

衣た,残余の消防力で岡面,ついで湿上側の頌将で消火を行なう。

佣面から沂しい火双がで?!ろuとがあるので,注意を要する、,

残火辿理は祚は通当な可燃物がなくて,灾玮でき左かったが,室内実泌で,ぬれ水がよいよ 

うにみえた〇

6こんこの問題点

aより効果のある消火剤の関発

b本年えられた粘性の大きい消火削〇地上做:布器(綴押嬉等を含む)の’開発

c 消火剤の備藉,運瓶方法

d 暗火剤を便った消火依術

e 空中消火方法

な.• この詳裕母火災(日本火災学会誌)第17巻•1号(昭和42年2月5日)に発表し

た〇
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9豪雪地帯の造林技術

1試穀担当者

本 協 土;負书1•防災あ2,敏林を2,•森林航沏硏究室,+日呀就験地

艇化支円 経當弟4 .皆林第2 •甘林第3研究室

山形分歩 多雪J也带林業第1•第2研究室

2 試験目的

ブナふの陶発にともない.蒙‘ひ也帯への造林が书如し1选林不成地が多くなった〇 Uの地戚 

は・気屬的;w时成林さえ•卜れば・相当の成長が期待できろので,不足している木材の生産力i:増 

沛するうえで大きな間魏となってい瓦

f.V'i-rOものの研究は古くから行なわれていろが,育林技術と直接むすびつくに至っていない 

ので,この研究にit、いては.成林を不能にし.!たけ,造林成徳を不良にしている位因を究明し・ 

豪‘す地棉てお、けろ造林限界を明らかにするとともに,造林技術を体系イ匕tることを目的としわ

そのためには.沽’Vの特性を明らかにするとともに,林木の性質.土的性質など各専・門分野 

の様合奶究によることにした〇性た,理祯のみでなく,現場に対応した組立て技術のメニューの 

作成を行なうため,、凋布挨讷地を選定して,実態詞査に页点をわいたt

3 前年度までの経過とえられた結果

束化支碉において仗•昭和3 9年废.関係探林局,県の関係者の修集を待て,問題点<0整理を 

行なった〇同じく 3 9年哽よ <)•寒河H:宮林碧讶内四ツ存地区にわいて喪態調査を閒始し,以後 

南丁している。Uの調査には,支分場合同で•防災,造林,土焼の尊門家で参加し・穂’扱•応 

質.胃圧,造林木の被害酒喪.林分構造,造林木の埋方状況の圈査.土哦綢査を行なつも この 

洲査は,因子の相互比絞ができるように,夏期と冬期について,現地に凋査ペルトを設定して, 

I川ーベルト上でUれらの總査を行なつ七

本端にあ、いては,昭和4 〇年度より,長岡芯林衆哲内五味沢地区;てついて実態調査を開始した 

ここでも,枯苦.'：!,・圧,了;質,林木の被害状況の例左とともに土敬诚査全行なつなJ

痛地区とも破深精當深か4 mを超えるといわれるところである

その結・果

11Iいずれの調査HISてあ、いても“害ははなはだしいが,同じ地区内においても,造’作木(スギ

)の成長.お上ぴ雪書の杼既には大cな差がある»

⑵ 掂雪话が増加すれば.一展的に片荐が増加すろが.话K淑:4 mを超えても成林し成長し
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ている例もあり,その反面,4 m以ドでも成林してい左い例もあ冬

估】卅・深も地形と吼:ポこ臾倍カ:ふかく•年武化も大きい,高盛(山杉分為)の君空によろ簡 

易液傑借’よ汁を,な催して殂及’したところ,39牢度の廚ツ谷では.2 6 〇〜4 8 05!め廷屮 

で差があり,4 0年度の五忱沢では5 8 0—5 5 〇財?の範囲で勒:あった〇

»4I豪‘4•地带においては,幼統木辻必ず理‘$倒伏し.紿折れ,伎めけ幹•まカ:り部の被&を受け 

るが,天だ,租働:柔かいので,回迎の可世性が多い.林本の成長｛こともない樹作に湫全增 

すにつれて酸邮東彼客を受ける.ビうになる。傷伏をまぬかれて直立するXう・になれば成K 

は旺盛となる。この,蠟却をまぬかれる木の大!?さを沌定した四ツ谷の例を示すと我、•20 
とおりである, •

表1 壊髙と立木の埋色・(四ツ谷) 表2血径と立木の埋:"(四ツ存)

ここの平均沛’雪援が4 3 〇睥であるから,スギ後林木は崗尚がそこの琅深梢当深の2〜

樹高(说) 本故 _埋写案(％ ) 直您皆(脚) 不敎 埋・綵％)

5 1 1 〇 〇 6 1 1 〇 〇

4 1 1 〇 〇 8 1 1 〇 〇

5 2 1 〇 〇 ! 〇 3 I 〇 〇

6 B 1 〇 〇 .1 2 4 .1 〇 〇

7 4 2 5 1 4 3 6 7'

8 5 〇 1 6 2 5 〇 ・

9 4 2 5 1 8 4 2 〇

! 〇 7 〇 2 〇 5 〇

11 6 〇 2 2 6 〇

1 2 1 6 〇 2 A 1 3 〇

1 5 1 5 〇 2 6 11 〇

1 4 9 〇 2 8 9 〇

1 5 5 〇 5 〇 6 〇

1 6 2 〇 5 2 3 〇

3 4 6 〇

5 6 4 〇

2. 5戚になるまで魂彳することが確かめられた〇

(5|爾査地の仲灼の例を示すと我3のと時Oである。
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我 3

地区 仙・採 fn n 水 ft ® 岐

5味沢 2 8 8 m 1 4 2 9 « 0.4 4 〜0.5 5

阳ッ谷 4 3 5 17 6 6 0.2 4 〜0. 4 8

〇 4 4 5 17 6 4 0.2 1〜〇, 4 8

多 3 7 〇 14 7 4 V 9 〜0.5 〇

4昭和41年度の航験計岡

筋年既に引疏在,塞河江な林署・幵内四ツ谷地区および長岡宥林费育内五味沢地区忙あ、いて,輝 

合調査を央施する。側査の頂目は,

イ・簡易最深陪密計Kよる,積当分布の調呢

ロ・閱号の沈降圧と移動圧の調査

へ 四ッ谷については•植W時あ、よび残ク泌の空中雪:阿K影を行・たい.風向わよぴ!おK分布 

の解折・を行なう。

二・四ツ夺地区においてU .史にペルトを用やして彼害解析を行ない.五味沢にあ、いては, 

周辺部の成林地の林分調査を行ない,成立K必要な宾件・を過求する。

5 昭和41年度の試験経過

憤’糸巧査の結果は消雪を待って行をわれるので総合的な利新はできないが,劉査概妾を述べる 

と次のようになる。

(i)四ツ存地区

新しく設定した4つのベルトの調査結:!iH式4・5のとなりである0

Uの綢査格果でT,海6 0 0 E前后を境にして造林成綃が非常にわるくなっている。賤深秋 

客探枝か!T,、むね4s前后と考えられ•この翁!が田ぼ造林眼外となりそうである。しかし,成績 

の悪いベルトあ［にあ、いても,B (型土?®のところは槌端々・磐く ・ブナ善の侵入も威しく ・ 

田｝•型のところは.造林木の成長らよく ・また殘存布數も多い,ざら紹近要をことは.ベルト 

•幻Vは,民有地であって.採育に;携を用いたとCろで•ちる,土地英件を知り•適切度保育を行 

なえば・ 聞"’糅4〜3 m樹变のところでも,収獲その2等地程度の成足は期待で5る可能 

性が見出されたといえよう。

(ii)五味沢地区
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& 4 四ッ谷地区•沮なベルトの概要

ベルト AS I II ID _ IV
奇抜枝m 600 50 〇 4 60 420
方 位 E E N E N VV
平:勻傾斜° 1 9 1 8 1 3 1 〇

植我年度 昭和1〇〜11 昭3〜3 大13〜15 咯1〇〜13
土遞 Bb~Bh ：w) Bi-n-B：-! 1収］ん加期) Bう〜Bd少

ス 本放/ha 90 4 1487 11 65 18 17
平・均径倾 1 4.0 1 9.5 2 5.9 2 2.2

ギ
平均前商m 7.5 11.5 1 5.1 1 4.2
蓄:«W/hu 9 1 295 458 563

ブ 本 «JZha 1473 5 63
平均径5 5.3 5.7

ナ 平裕间髙 5.1 4.8

杏 本数/ha 733 422
平均径CM 8.2 4.9

広 平均圈高川 6.3 5.0

役5_樹高階別平均被拝指数

樹高m
玆 害 指 故

曾I n ID IV
2 3.3 ここで平均被害就とは.里木的に次
3 3.3
4 3.0 3.0 3.0 の規進で:&示したものの平均値であ&

5 5.0 5.0 3.0 2.5 〇 波害なし
6 2.7 2.8 5.0 20
7 2.3 2.2 5.0 2.2 1.近く回〇!する見込のある彼害
8 2.3 3JJ 2.0
9 2.2 2.0 2.0 2.0 2.回復可能性不明のもの

! 〇 2.0 2.3 1.7 5.回復不能のもの
11 1.6 1.6 2.0 2.0
1 2 1.5 1.8 1.8 1.4 4.枯死したもの

1 3 1.6 1.7 0.8 1.5
1 4 1.0 1.5 2.0 1.4
1 5 1.7 1.4 1.5 0.9
1 6 0.7 2.0 1.4
1 7 1.6 2.0
1 8 1.2 *

1 9 1.2
20 1.6
2 1 〇
22
¥均 2.4 23 1.6 ___ 1.6
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昭和4 〇〜41年冬季の讪勺凋在の结果は次のとおりである

1 OCT? X5 0E)

いCとに

合,平均密既0.4 0ではやや大春す 

ぎると号えられ•一応05 5とした 

(十日,町の夷尚では0.2 7)

表6 娥琛鄭’,;と壜大恠若江毒カ 

五味沢造林地(平徂地)

表? I頃疥地における生育と被(!?状況

&笑頌囉:十日町試・55地の観側では•ヨ・、" 

建水maxはHS . max出現日より8日

面こ出現しており,五味沢のHS

rnaxiりHSVCma xを推定する您

最深AHi:高橋式技深与ド沔i示滸使用

稍1沈辟カ:商易去圧針2コす^使用

. (地上高100伽•受圧面

"湖"心異5

昭和4 〇〜414E冬三

個定 炕枭柚皆 燼大成’彳
般大樹击

位匹

(H.S 
rna x ) 
(m)

相当水狗 
niW.rna x) 
儀定値S)

沈歸カ 
糊心)

1
290 10 15 /
240 84O 2 70

2 420 1470 1 670
3 4 4 0 1 540 1785
4_ 480 1 680 ;3 5 4 5
5 480 1680 1_400
6_ 4 40 15 40 1755
7 560 1 2 60 Z
8 580 1 550 /
9 550 1 9 25 /

10 4 20 1 470 /

十日町

II 7
275

1|1 5 
(奕刃901 260

3 8年8月訓査(8年生)

顧 斜 根元直径 樹 高 残作率 被咨率

初 • 7. 4 伽 2 5 1 m 6 5% 4 2 %

10 °内外 7. 3 2 7 2 8 1 3 7

2〇°〃 7. 4 2 9 8 7 6 2 4

3 Q °ク 8.1 2 5 6 7 5 3 6

4 〇年8月调奇(1〇年生)

平担 9. 9 3 3 9 7 3 4 4

1〇°内外 ! 〇• 4 3 7 7 & 1 2 7

2 〇 °ク 1 2.1 3 6 9 5 2 7

3 0。〃 11.5 3 3 3 5 8 1 8
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丑味沢周辺幼戒:齢站〇 ’•匕・片状況& 8

林齢 地 修 顼 斜 虫在本状 •あ顺 彼書率・ 蛔爲え

官行8林班! 15年 平担ifif W 3 ° 欧
194),a 15.臨 6.5 m 旅 0.7 8

2 り 平行斜面 S AZ1 5—20 ° 1 2.1 5.4 15 0.79

17旺 ! 20 平行額斜 SSE20 ° 2500 1 2.2 5.8 〇 0.7 8
2 ク 平担面 々 2 ° 1400 1 0.0 4.3 25 0.28
3 ク 〇 S 2〜3 ° 2240 1 4.0 .5.9 18 0.7 9

タ沢娯行 1 3S 平担面 SSN 2 ° 1080 2 4.5 11.7 28 0.8 7
ク
ク

凸科W "25 °
SSW 5 0

1710
1970

1 6.9
1 5.1

8.7
6.6

25
22

0.8 5
0.8 9

ク
平担备 SW 5 ° 1550 1 9.6 イ0.3 18 0.9 5

官行1林班1 36
ク
ク
ク

平徂面 
中耕面

平現面

W 2〜3 ° 
NNW2zy ° 
S»V 25 ° 
り 2 °

1也〇 
1850 
2480 
1960

2 5.5
2 5.5
1 8.5
2 6.2

1心
1 2.0
1 0.1
1 5.9

0.9 5
0.9 0
0.9 5
0.9 7

14林彩 1 39 平行斜面 SW1Z0 ° 2140 ! 7.4 6.9 13
2 〇 凸斜面 SES 〜。 ° 930 5 0.6 1 2.8 〇
3 平担面 SWS 2 ° 1120 1 4.9 6.3 41

14林班 36 凸地哆 1658 1 5.8 .8.1 12
(営林㈱調査) ク 

ク 
り

凹地形 
平斑池 
領招地

750 
844 

1013

11.1
1 5.6
1 4.6

6.5
•66
6.7

23
25
17

• 被害^は現在本敛に对する割れ
«離折れをのぞいた〇 

D技。:桐高政径

,折れ,闰れの被・害木の割合,ただし,

Ds :血幹郃下限の直径

3 5年空以上では

五味沢地区夜弁いては.平迅地に比して,相斜地(2 0°内外)の方が被害も少な < 成艮もよいX 

また,平杰地内では,わずかでも小髙く凸出した部分か・てい。これは・打味沢地区で时,團学性 

の悪い土憂の分布が広く ・傾斜地や,凸出部の上うに,わずかでも理学性の良い部分において戍 

:沏:よくなっていると考えられる。

6 こんUの問題点

< i)间一地域内でも g深は,福所(地杉)により,年により大きな差がある 砒A調充は少 

なくとも5年間は継続して伯雪特性を明らかにする必要がある。一括して績專探政mといつ 

ても»その中で・良好な造林成,気を明待でさる部分と,天然更折を待たなければ左らない韻 

分とがでてくる,その仕分けを明らかKする必"安がある。

(II)造林限界の確定とこれ姓とも左う亲雪地帯｛てお、ける天然更新法の確立

uii)豪‘女地带になける保育規他のメニュー策定

uv)柏匚•にxり弱伏を跳&えす幼圈明の造林木は央定的な彼害を受けることは少なへ 囹伏在 

まぬがれ始めるuの喚に,削れ,格斤れ等の决定的仃痉を史ける。この衆,どのような杉の 

林木が破壊され.または破段をまぬかれるかを明らかにしないと,保母目陳を淀めることか 

でaをい,そのた司ては,幼綿ゆより社齢朗工至るまでの祓井&色蚀を追跡する必要があち

［〇国有林の土壤調査

!試験担当者

本楣土理‘閏麦却長 :竹欢秀燈

" 土姬必时長 :黑烏忠

〇 土盛易一研究室 :松斗尤端,久浜哲茂,小处俊館,毎沼试美

〇 土踊德二研究室 :沂名我之助

"士母!專三妍究室 :真F育久,前田苗三

〃地価砰究室 :木立正痢

化商指支榻土戴研究室 :蔵本正義,山本卷

柬北支哆背林炕三研究室 :山谷孝一

関西支榻玲?研究室 :河田弘

四可支場土幽研究室 :XKH3四雄,弁上輝一田

2 試験目的

国有林土以測武明業の推進およびその成果と技術の向上をはかること»また.土,洞俺成果の 

多角的何用をはかるため累顧した調査成果の地域的ならぴ絞全国的とりまと均方法を検討する

3 前年度までの経週とえられた結果

昭利2 3年度国有林土混酒査が陶始ざれるビ无立ら,昭和2 2年既ミに化海道5局を除く各営 

林司土敬曲？EH!当者を対象とし,現地講習会を2回:用催し,調旳法ならぴ利七體区分など土權 

調査に必要左技術の研修を・行なった,

以後連年,谷営•林局を対象としたお査の現!!!!指埠を行ない,・また,定期的に全国あるいは】蛔 

单位に吟;;S会をもち,調査技術の向上を計ってさ冬 昭利2 7年旺(匕海道5咼の土嶼湖蹄绵て 

,あたっては,前者と同様に技術研修を行ない以後は全国一様;C土率調控の推通て必要な技術指導 

を連年夹施した»

その間にあって,森林士础分酒ならびに国右林土壤調査方法棊準などの確定を行なうとともに, 

解明を耍する±i>J辟,土琅の特性に関して牡付帯研究として項目を起して検的を加え,以ドに記 

丸&する各報告出として成果を公我しく

〇 林野土型調近報吿1号;ブナ停土以の研究(森林士加分類)

〇 国有林林野土遡剑逐方広游(・M密坚準)

ノ林野土嬢调査方法解説書
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